
平成２５年度 かんがい排水事業 再評価調書

事 業 名 かんがい排水事業 地 区 名 曽江谷地区
そ え だ に

事業主体 徳島県 関係市町村 美馬市

（事業目的）
本地区は、曽江谷川沿岸の中山間地域にあり古くから畑作が行われてきたが

事 農業用水に恵まれていなかったため、収益性の高い畑作物の栽培が困難であっ
た。そのため、ダムにより農業用水を確保し、パイプラインによる畑かん施設

業 を整備することにより収益性の高い農作物を導入し、農業経営の安定を図る。

概 （事業内容）
受益面積 218ha

要 受益戸数 389戸
主要工事 ダム工 1ヶ所

管水路工11,115ｍ
総事業費 6,850,400千円

(国50% 県25% 市25% 地元農家0%)
工 期 昭和55年度～平成26年度

（事業の進捗状況）
平成25年度末までにダム本体工は完成している。畑かん施設の整備について

は、曽江谷川左岸側及び右岸側の管水路工が完成し、H25年度は、河川放流水を
利用した小水力発電設備を施工予定であり、H26年度に補完工事を行って事業完

評 了となる見込みである。
平成25年度末の進捗率は99%である。

（関連事業の進捗状況）
特になし。

価

（社会経済情勢の変化）
計画時点と比較して地域の高齢化が進んでいるが、ダム工及び農業用水路施

設整備が完了したことにより、水不足が解消され、作物の生産性、品質の向上
項 維持管理における労力が軽減され農業経営の安定化が図られている。

夏子ダム湖畔には国道沿いに休憩所が設置され、敷地内で農家による農産物
の直売が行われている。

（計画上重要な部分の変更の必要性の有無）
目 特になし｡

（事業効果の発現状況）
１ 曽江谷川沿線の受益地域では、管水路工は完成し供用が開始され、安定的な
農業用水の確保が可能となっている。

２ 投資効率＝総事業効果額／総事業費＝ 1.18

（受益農家、関係機関の意向）
美馬市や地元農家は、事業の早期完了を要望している。

（事業の実施方針）
継続して事業を実施する。


